
ＡＮＴＡ

「
で
か
け
よ
う
九
州
・
沖
縄
」

第
５
弾
　

観
光
復
興
支
援
ポ
ス
タ
ー

テ
ー
マ
は「
交
流
大
国
へ
」

２
月
に
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム

近
ツ
ー
、異
業
種
と
連
携

「
道
の
駅
」活
用
し
　

活
性
化
事
業
開
始

ＪＡＴＡ

東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

収
益
金
は

万
円
に

京都鉄博

４
月

日
に
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｒ
西
　

入
館
料
、一
般
は

円

総取扱額

．
％
増
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
２
桁
増
加

９月

気
仙
沼
で
ホ
タ
テ
収
穫

復
興
支
援
活
動
の
一
環

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ

ビ
ジ
ッ
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
も

東
北
復
興
へ
寄
付
金

（３） 第２８２３号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１１月２８日（土曜日）

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、
二
階
俊
博
会
長
）
は
、
「
東
北
・
東
日
本
観
光

復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
５
作
目
と
な
る
観
光
復
興
支
援
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
た
。
九
州
、
沖
縄
を
中
心
と
し
て
国
内
旅
行
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
東
北
、
東
日
本
の
観
光
復
興
支
援
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
を
は

じ
め
、
観
光
業
界
に
幅
広
く
配
布
し
た
。

田
川
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
長
に
寄

付
金
を
渡
す
広
脇
ビ
ジ
ッ

ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー

ジ
ャ
パ
ン
会
長
（
左
）

京
都
鉄
道
博
物
館
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
告
知
す

る
ポ
ス
タ
ー 九

州
や
沖
縄
の
祭
り
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン

　
ポ
ス
タ
ー
は
「
『
地
旅
』

で
出
会
う
日
本
の
笑
顔
　
で

か
け
よ
う
九
州
・
沖
縄
！
　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
本
へ
！
」

「
あ
な
た
の
旅
で
東
北
観
光

復
興
を
応
援
し
よ
う
」
と
訴

え
る
内
容
。
こ
れ
ま
で
同
様

に
日
本
各
地
の
魅
力
あ
る
祭

り
を
デ
ザ
イ
ン
。
今
回
は
福

岡
県
「
博
多
ど
ん
た
く
港

祭
」
、
佐
賀
県
「
唐
津
く
ん

ち
」
、
長
崎
県
「
長
崎
く
ん

ち
」
、
熊
本
県
「
八
代
妙
見

祭
」、大
分
県「
別
府
温
泉
、

高
崎
山
の
猿
」
、
宮
崎
県

「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」
、
鹿

児
島
県
「
篤
姫
」
、
沖
縄
県

「
エ
イ
サ
ー
祭
、シ
ー
サ
ー
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
制
作
枚
数
は
Ｂ
１
、
Ａ
１

サ
イ
ズ
そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
０

枚
の
計
２
４
０
０
枚
。
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
の

都
道
府
県
支
部
、

会
員
の
ほ
か
、
観
光
庁
な
ど

国
の
行
政
機
関
、
各
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
の
観
光

主
管
課
、
観
光
連
盟
、
観
光

関
係
機
関
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
送
っ
た
。
人
目
に

触
れ
る
場
所
に
掲
出
し
て
も

ら
う
。
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
カ

レ
ン
ダ
ー
も
約
７
千
枚
作
り

会
員
に
配
布
す
る
。

　
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
は
、
２
０
１
１

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
で

大
き
な
影
響
を
受
け
た
東
北

・
東
日
本
地
域
の
観
光
復
興

を
支
援
す
る
た
め
、
観
光
庁

の
後
援
を
得
て
、
東
北
・
東

日
本
観
光
復
興
支
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
中
。
風
評
被

害
の
払
拭
、
正
確
な
情
報
の

提
供
、
東
北
・
東
日
本
へ
の

送
客
支
援
、
修
学
旅
行
の
誘

致
、
東
北
産
食
材
の
使
用
な

ど
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、
田
川
博
己
会
長
）
は

来
年
２
月

日
、
「
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

６
」
を
東
京
で
開
催
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
交
流
大
国
へ
の

挑
戦
―
担
い
手
と
し
て
の
旅

行
業
の
役
割
」
で
、
基
調
講

演
で
は
横
浜
市
長
の
林
文
子

氏
が
登
壇
す
る
。

　
林
氏
は
「
人
に
寄
り
添
う

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
～
す
べ
て

は
共
感
と
信
頼
か
ら
」
に
つ

い
て
語
る
。

　
分
科
会
「
宿
泊
業
界
と
の

新
た
な
連
携
の
在
り
方
と
課

題
」
（
仮
）
で
は
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
や
旅
行
会
社
か
ら
選

ば
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
宿

泊
施
設
が
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ

Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ

ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
に
期

待
す
る
こ
と
、
拡
大
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
へ
の
対
応

な
ど
を
語
り
、
新
し
い
連
携

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
議

論
す
る
。
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長

の
今
井
敏
行
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
る
。

　
分
科
会
「
航
空
会
社
と
の

新
た
な
連
携
の
在
り
方
と
課

題
」
（
仮
）
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
本
社
執
行
役
員
旅

行
事
業
本
部
副
本
部
長
の
伊

藤
智
氏
や
全
日
本
空
輸
常
務

取
締
役
執
行
役
員
営
業
部
門

統
括
の
志
岐
隆
史
氏
、
日
本

航
空
執
行
役
員
旅
客
販
売
統

括
本
部
副
本
部
長
の
二
宮
秀

生
氏
ら
が
登
壇
す
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
、
「
女
性
の
活
躍

で
企
業
は
強
く
な
る
」
や

「
海
外
旅
行
の
未
来
展
望
を

語
る

旅
行
会
社
の
役
割
・

存
在
意
義
と
は
」
の
テ
ー
マ

（
仮
）
も
加
え
、
計
四
つ
の

分
科
会
が
開
か
れ
る
。

　
特
別
講
演
で
は
解
剖
学
者

の
養
老
孟
司
氏
が「
旅
の
壁
」

（
仮
）
と
題
し
て
語
る
。

　
会
場
は
六
本
木
ア
カ
デ
ミ

ー
ヒ
ル
ズ

。
参
加
費
（
税

込
み
）
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
正
会
員

５
千
円
、
会
員
外
１
万
円
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
近
ツ
ー
）
は

月
１
日
か

ら
農
業
法
人
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
「
和

郷
」、料
理
レ
シ
ピ
の
投
稿
、

検
索
サ
イ
ト
の
「
ク
ッ
ク
パ

ッ
ド
」
、
日
本
最
大
の
食
の

教
育
機
関
で
あ
る
「

調
理

師
専
門
学
校
」
と
連
携
し
、

全
国
に
千
以
上
あ
る
「
道
の

駅
」
を
拠
点
と
し
た
地
域
活

性
化
、
観
光
振
興
事
業
「
道

の
駅
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
す
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
道
の

駅
が
経
由
地
か
ら
観
光
の
目

的
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

異
業
種
が
連
携
。
将
来
的
に

は
全
国
の
道
の
駅
が
「
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
よ
う
な
着
地

型
観
光
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
組
織
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
。

　
近
ツ
ー
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
担
当
。
観
光
客
誘
致
、

地
域
の
特
産
品
の
販
売
支

援
、
農
園
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、
学
生
の
課
外
活

動
や
就
労
体
験
の
受
け
入
れ

な
ど
も
行
う
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は

月
５
日
か
ら

２
日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

唐
桑
町
で
震
災
復
興
支
援
活

動
と
し
て
ホ
タ
テ
や
カ
キ
の

収
穫
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
。
収
穫
の
繁
忙
期
で

あ
る

月
に
仕
事
を
手
伝
う

こ
と
で
漁
業
や
ま
ち
の
衰

退
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
化

す
る
被
災
地
を
支
援
し
、
現

地
へ
の
認
識
を
深
め
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
と
し
て
、
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
が
義
援
金
の

寄
付
、
「
防
潮
林
再
生
へ
の

苗
植
え
作
業
（
わ
た
り
グ
リ

ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
、

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
震
災
復
興
の
た
め
の
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
９
月

に
開
催
し
た
旅
の
祭
典
「
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ

ン
２
０
１
５
」
の
会
場
で
行

っ
た
東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
１

７
１
万
６
千
円
（
昨
年
度
１

９
１
万
９
千
円
）
の
収
益
金

が
集
ま
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
国
内
外
の

企
業
・
団
体

か
ら
１
１
０
品
延
べ
１
５
５

点
（
昨
年
度
は
１
０
９
企
業

・
団
体
、
１
４
５
品
延
べ
２

５
２
点
）
が
提
供
さ
れ
た
。

入
札
件
数
は
１
７
８
件
（
昨

年
度
３
０
８
件
）
。
最
高
落

札
額
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
提
供
し
た

「
バ
リ
島
ツ
ア
ー
５
日
間
」

（
１
組
２
人
）
の

万
５
千

円
だ
っ
た
。

　
収
益
金
は
東
北
復
興
支
援

活
動
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
道
」
な

ど
に
活
用
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行
の
促

進
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
団

体
・
企
業
で
構
成
す
る
ビ
ジ

ッ
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー

ジ
ャ
パ
ン
は

日
、
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
の
東
北
復
興
支
援
活
動
に


万
１
千
円
を
寄
付
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
の
出
展
ブ
ー
ス
で
会

員
の
ギ
ブ
ア
ウ
ェ
イ
な
ど
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

こ
の
売
上
金
の
う
ち
半
分
を

寄
付
金
と
し
て
贈
っ
た
。
広

脇
敬
会
長
（
ハ
ー
ツ
レ
ン
タ

カ
ー
日
本
代
表
）
ら
が
東
京

・
霞
が
関
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
本
部

を
訪
れ
、
田
川
博
己
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
会
長
に
手
渡
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
ほ

ど
、
京
都
鉄
道
博
物
館
（
京

都
市
下
京
区
）
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
来
年
４
月

日

に
す
る
と
発
表
し
た
。
開
館

時
間
や
入
館
料
金
な
ど
の
施

設
概
要
も
併
せ
て
明
ら
か
に

し
た
。

　
開
館
時
間
は
午
前

時
～

午
後
５
時

分
（
最
終
入
館

受
付
は
閉
館
時
刻
の

分
前

ま
で
）
。
季
節
な
ど
に
よ
り

開
館
時
間
の
繰
り
上
げ
、
閉

館
時
間
の
繰
り
下
げ
を
実
施

す
る
場
合
が
あ
る
。
休
館
日

は
毎
週
水
曜
日
と
年
末
年
始

（

月

日
～
１
月
１
日
）。

祝
日
、
春
休
み
（
３
月

日

～
４
月
７
日
）
、
夏
休
み

（
７
月

日
～
８
月

日
）

期
間
中
は
水
曜
日
も
開
館
す

る
。

　
入
館
料
は
一
般
は
１
２
０

０
円
、
大
学
生
・
高
校
生
は

千
円
、
中
学
生
・
小
学
生
は

５
０
０
円
、
幼
児
（
３
歳
以

上
）
は
２
０
０
円
。
Ｓ
Ｌ
ス

チ
ー
ム
号
乗
車
料
金
は
一
般

・
大
学
生
・
高
校
生
は
３
０

０
円
、
中
学
生
・
小
学
生
・

幼
児
は
１
０
０
円
。

　
入
館
券
の
発
売
方
法
は
、

事
前
発
売
（
利
用
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
）
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
管
内
の
み
ど
り
の
窓

口
で
発
売
予
定
。
当
日
発
売

は
京
都
鉄
道
博
物
館
内
で
発

売
す
る
。
京
都
鉄
道
博
物
館

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開

設
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
９
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
取
り
扱
い
状
況
（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

が
前
年
同
月
比

８
・
８
％
増
の

６
１
９
７
億
４

２
５
６
万
円
だ

っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が

・

０
％
増
の
４
０
３
０
億
５
６

９
３
万
円
、
海
外
旅
行
が
４

・
３
％
減
の
２
０
３
９
億
１

５
８
３
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
９
％
増
の
１
２
７
億

６
９
８
０
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
シ
ル

バ
ー
ウ
イ
ー
ク
（
Ｓ
Ｗ
）
が

好
調
で
大
幅
に
増
加
。
特
に

関
西
、
北
陸
方
面
が
引
き
続

き
堅
調
。
海
外
旅
行
は
円
安

な
ど
に
よ
る
落
ち
込
み
が
あ

る
も
の
の
Ｓ
Ｗ
の
影
響
で
改

善
が
み
ら
れ
た
。
外
国
人
旅

行
は
東
南
ア
ジ
ア
が
好
調
に

推
移
し
た
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は

社
中


社
、
海
外
旅
行
は

社
中


社
、
外
国
人
旅
行
は

社

中

社
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
９
・

４
％
増
の
１
７
０
２
億
７
４

１
８
万
円
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が

・

１
％
増
の
９
８
５
億
２
６
４

０
万
円
、
海
外
旅
行
が
０
・

２
％
増
の
７
１
２
億
６
４
４

１
万
円
、
外
国
人
旅
行
が


・
１
％
増
の
４
億
８
３
３
７

万
円
だ
っ
た
。　

募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人

数
は
、
４
・
７

％
増
の
３
４
８

万
２
６
７
７

人
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
５
・

９
％
増
の
３
１
３
万
５
７
２

人
、
海
外
旅
行
は
８
・
２
％

減
の

万
２
２
１
６
人
、
外

国
人
旅
行
が

・
１
％
増
の

２
万
９
８
８
９
人
だ
っ
た
。


